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Abstract
Due to the spread of Corona （COVID-19） , flexible response is required in the 

ECEC teacher training schools.

In the first semester class in 2020, distance learning was conducted.

Teachers and students were forced to respond suddenly, but most of the students 

did not have the online environment required for distance learning.

As a result, correspondence education printed on paper and education utilizing 

ICT have been used together. In this paper, we report on the original distance 

learning efforts.
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１．はじめに

　新型コロナウイルスの蔓延により、保

育者養成校では様々な対応が求められて

いる。本学においても 2020 年度は例年と

大幅に異なる授業形態となり、具体的に

は、2020 年度の前期授業は遠隔授業とし

て実施することが学内で決定され、本学

における初めての試みとなった。

　本学科は定員 50 名の通学課程と 200 名

の通信課程からなる保育者養成課程であ

る。本学科の学生のほとんどは、遠隔授

業に必要とされるインターネット環境が

十分に整っておらず、全面的なオンライ

ン授業の開始は困難が予想された。そこ

で通信教育課程での紙媒体教材を用いた

教育経験から、通学課程でも紙媒体教材

を採用し、さらに ICT（オフィス 365）を

活用することとし、本学科独自の遠隔授

業（以下「ハイブリット型通信教育」と

する）を実施した。

　2020 年度後期からは、全面的に面接授

業を実施しているが、依然として感染状

況の推測ができない現状であり、再び遠

隔授業の実施を迫られてもおかしくない。

以上のことから、本学科での新型コロナ

ウイルス感染症の影響による遠隔授業の

取り組みを整理し、今後、再び遠隔授業

を実施するに至った場合、保育者養成校

に必要とされる学習成果を得られるよう、

改善の手がかりとしたい。

２．本学科における遠隔授業の取り組み

　ここではハイブリット型通信教育の実

施から面接授業の実施までを、第 1 期か

ら第 5 期に分け、遠隔授業の取り組みを

整理する。

要旨
　新型コロナウイルスの蔓延により、保育者養成校では柔軟な対応を求められてい

る。本学科においても、2020 年度前期の授業は遠隔授業を実施した。教員と学生が

ともに突然の対応を迫られるなか、本学科の学生のほとんどは遠隔授業に必要とさ

れるオンライン環境が整っていなかった。そのため、紙媒体の課題による通信教育

と ICT の活用を併せた本学科独自の遠隔授業を実施するに至った。本稿では、学科

独自の遠隔授業の取り組みについて報告する。

キーワード：新型コロナウイルス、保育者養成校、遠隔授業、ICT
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　また、非常勤講師担当科目については

本稿で取り扱わないものとする。

１）　第 1 期

　紙媒体教材を学習意欲が減退しないよ

うに配慮しながら、第 1 回から 4 回分を

郵送、締切日を伝え、返信用レターパッ

クを同封した。また、実技科目等、教授

内容の特性により、遠隔授業での実施が

困難な科目への対応は【遠隔授業に該当

しない科目の対応】に明記した。また、

学生の学習や生活への不安を軽減するた

めの支援も教育活動の一環として行った

（参考資料 1）。第 1 期当時は他大学の情報

もあまり多くはなく、迷いがありながら

の実施となった。

【実施日時】

紙媒体教材郵送日：2020 年 4 月 18 日

紙媒体教材返送期限（必着）：2020 年 5

月 22 日

※�学生の回答期間は紙媒体教材の到着

日時により多少異なるが、約 4 週間

である。

【遠隔授業実施内容】

〈講義科目〉

・	通信教育課程の経験を生かした紙媒体

教材の活用。

・	紙媒体教材は学科内で統一したフォー

マットを使用した。フォーマットは「課

題説明用紙」と「回答用紙」の二つを

作成した。（参考資料 2 〜 5）

・	第 1 回〜第 4 回に相応する授業回の紙

媒体教材を郵送した。

・	郵送・返送方法は第 1 期と同様に、レ

ターパックを使用した。

〈学生への学習・生活等へのサポート〉

・	YouTube を用いた学習意欲の芽生えを

目的とした動画配信した。（図 1、図 2

参照）

・	学生一人ひとりへの電話面談、ICT（オ

フィス 365）、メール等、多様なツール

を活用した学生のサポートを実施した。

【遠隔授業に該当しない科目の対応】

〈実技科目〉

・	面接授業開始後（参考資料 1）は、緊

急事態宣言解除後に面接授業の実施を

することを想定し、実技科目を中心に

授業の実施時期を変更した。

・	「ピアノ実技」は、自宅にピアノがない

学生のために自宅学習用の楽譜や紙鍵

盤を配布した。（図 3 参照）

〈実習科目〉

・	実習期間を変更して対応を計画した。

（表 1 参照）

・	実技科目と同様、面接授業を早期に開

始することを計画した。
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図 1　「YouTube 動画①」

図 2　「YouTube 動画②」

図 3　「紙鍵盤」

【第 1 期における教員の気付き】

　新型コロナウイルスの影響により郵送

の遅延が見られた。これにより学生によっ

て課題の到着のバラつきや未着という問

題が発生し、その時々に教員の対応が求

められた。レターパックを使用していた

ため、郵送物の追跡（郵送物の現在位置や、

到着日の確認）が可能であった。ICT（オ

フィス 365）を取り入れたことで、リアル

タイムでの質問や、各自のペースで課題

に取り組めた。

２）　第 2 期

　第 1 期とほぼ同様に実施された。また、

学生に配布した紙媒体教材の「課題説明

用紙」に「フィードバック」の欄を追加

した。「フィードバック」には、前回の課

題の説明を記した（参考資料 6）。多くの

大学が大型連休明けから ICT による遠隔

授業の実施を始めたようであったが、本

学科では紙媒体の授業を学生の様子にイ

ンターネット環境を鑑みて続けることと

した。

【実施日時】

紙媒体教材郵送日：2020 年 5 月 15 日

紙媒体教材返送期限（必着）：2020 年 6

月 12 日

※�学生の回答期間は紙媒体教材の到着

日時により多少異なるが、約 4 週間

である。
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【遠隔授業実施内容】

〈講義科目〉

・	第 1 期とほぼ同様に実施した。

・	追加事項として紙媒体教材の「課題説

明用紙」に「フィードバック」の欄を

新たに設けた。（参考資料 6）

・	第 5 回〜第 7 回に相当する授業回の紙

媒体教材を郵送した。

・	郵送・返送方法は第 1 期と同様に、レ

ターパックを使用した。

〈学生への学習・生活等へのサポート〉

・	引き続き、第 1 期と同様に実施した。

【遠隔授業に該当しない科目の対応】

〈実技科目〉

・	「ピアノ実技」は、第 1 期と同様に自宅

学習用の楽譜や紙鍵盤を用いた練習を

継続した。

・	第 2 期は、面接授業を実施しなかった。

〈実習科目〉

・	実技科目と同様に第 2 期は、面接授業

を実施しなかった。

【第 2 期における教員の気付き】

　学生が各自、紙媒体教材に取り組む中

で、「自分の回答があっているのかわから

ない」という問い合わせを多く受けた。

そのためフィードバックを紙媒体教材の

課題説明用紙の様式に追加した。学生か

らメールやチャット等で紙媒体教材につ

いての質問が来た際には、フィードバッ

クを読むように指示をした。それにより、

学生は課題の振り返りができ、安心感を

もって学習に取り組めたのではないかと

考えられる。

　その他、学生から「面接授業がいつから

始まるのか」という質問が多く寄せられた。

３）　第 3 期

　一部の科目で面接授業が開始され、ハ

イブリット型通信教育と面接授業という 2

種類の方策の併用を試みた。また、全面

的な面接授業実施が予定され、第 3 期で

郵送した課題の提出については 6 月 15 日

以降、学生は面接授業時に提出すること

となった。

【実施日時】

紙媒体教材郵送日：6 月 5 日

紙媒体教材提出日：6 月 15 日以降の面

接授業

※�学生の回答期間は紙媒体教材の到着

日時や科目により提出日が多少異な

るが、約 4 週間である。

【遠隔授業実施内容】

〈講義科目〉

・	第 2 期と同様に、フィードバックを追

加した内容で実施した。

・	第 8 回〜第 10 回に相当する授業回の紙
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媒体教材を郵送した。

・	郵送方法は第 1 期と同様に、レターパッ

クを使用した。提出方法が変更となり、

面接授業の時間内に直接教員へ提出す

ることとなった。

〈学生への学習・生活等へのサポート〉

・第 1 期と同様に実施した。

【遠隔授業に該当しない科目の対応】

〈実技科目〉

・	「ピアノ実技」は、第 1 期の紙媒体教材

を郵送した時と同様に自宅学習用の楽

譜や紙鍵盤を用いた練習を継続した。

・	「保育内容指導法」については新型コロ

ナウイルス感染予防対策を徹底したう

えで、6月2日より面接授業を実施した。

〈実習科目〉

・	実技科目と同様に、第 3 期時点では、

面接授業は実施しないこととした。

【第 3 期における教員の気付き】

　この頃になると返送された回答用紙の

記述内容に課題がみられるようになった。

ハイブリット型通信教育を始めた当初と

比べて、回答用紙の記述内容から、十分

に検討して取り組んでいる様子が見えな

くなった。記述の文章量が減少し、疲弊

している様子がうかがえた。また、一部

の科目で面接授業が開始されたことで安

心したと話す学生もいた。

４）　第 4 期

　第 4 期においても第 3 期と同様に、全

面的な面接授業に向け、ハイブリット型

通信教育と面接授業を並行して実施した。

紙媒体教材の配布・提出方法は、これま

での郵送・返送ではなく、面接授業実施

科目の授業時間内に、学生に直接配布・

返送することとなった。

【実施日時】

紙媒体教材配布日時：6 月 15 日以降の

面接授業時

紙媒体教材提出日：7 月 17 日

※�科目により配布・提出日が多少異な

るが、約 4 週間である。

【遠隔授業実施内容】

〈講義科目〉

・	第 1 期の実施内容に第 2 期と同様、

フィードバックを追加した内容で実施

した。

・	第 11 回〜第 13 回に相応する授業回の

紙媒体教材を配布した。

・	面接授業の時間内に直接、学生へ配布

した。提出方法は第 3 期同様に、面接

授業の時間内に直接教員へ提出するこ

ととなった。

〈学生への学習・生活等へのサポート〉

・	第 1 期と同様に実施した。
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【遠隔授業に該当しない科目の対応】

〈実技科目〉

・	実技科目である「ピアノ実技」につい

ては新型コロナウイルス感染予防対策

を徹底したうえで、面接授業を 2020 年

6月30日から実施した。（参考資料1）〈実

習科目〉

・	「教育実習指導Ⅱ」「実習事前事後指導

Ⅱ」等については実技科目と同様に、

新型コロナウイルス感染予防対策を徹

底したうえで、2020 年 7 月 6 日から面

接授業を開始した。（参考資料 1）

【第 4 期における教員の気付き】

　第 2 期では、学生から「面接授業がい

つから始まるのか」という不安の声が多

く聞かれたが、面接授業に移行したこと

で不安が解消されたように感じられた。

一方で、面接授業を希望する学生の思い

とは逆に、「面接授業を控えてほしい」と

いう保護者の意見もあり、教員はいずれ

のケースにおいても対応が求められた。

このような学生や保護者への対応が必要

であったことから、面接授業の開始以降

にも電話対応や ICT（オフィス 365）の

活用や電話での対応を継続した。

５）第 5 期

　第 3 期と第 4 期からは、数科目におい

て面接授業が遠隔授業と並行して行われ、

徐々に全面的な面接授業実施へと移行し

た。全 15 回の授業のうち、多くの科目が

最終的には第 14 回、第 15 回では面接授

業を実施した。（参考資料 1）

　面接授業が開始される際、学科内で面

接授業における新型コロナウイルス感染

予防対策（以下、「感染予防対策」とする）

を検討した。本学で実際に行われた感染

予防対策の一例を以下に示す。

・	日々の検温表を配布し、毎日自宅で検

温をして体調のすぐれない場合におい

ては、自宅で学習ができるように対応

した。

・	各学年クラス（本学科は各学年、クラ

ス分けがされている）を 2 分割し、教

室内に学生が距離をとって学習に取り

組めるように配慮した。

・	各教室に消毒液を設置し、入室時と退

室時に両手の消毒を必須とした。

・	教職員、学生ともに、マスクの着用を

必須とした。

・	「ピアノ実技」においては、手や鍵盤の

消毒を徹底した。

【第 5 期における教員の気付き】

　前期の後半に面接授業が行われ、課題

の復習や振り返りを行うことができた。

「今まで遠隔授業ではわかりにくいと感じ

た部分など、疑問が解決し学習が身につ

いたように感じる」といった声を聞くこ

とができた。
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３．取り組み全体を通して

　本学科で行われたハイブリッド型通信

教育は、紙媒体による通信型教育と主に

学生支援の面において ICT（オフィス

365）の活用をしたことが独自的であると

考えられる。

　ハイブリッド型通信教育は新型コロナ

ウイルス感染対策が徹底されたうえで面

接授業へと移行し、紙媒体教材による通

信教育の不足を面接授業で補う形で実施

された。また、ハイブリッド型通信教育

を実施する中で、学生は多くの戸惑いを

感じ、教員はその戸惑いに関して一つず

つ、他の教育機関の実践も参照にしつつ、

向き合って対応していった。紙媒体教材

やオンライン授業に際しては、不安・不

満を感じた学生や保護者がいたことも確

かであり、丁寧な対応が必要であること

が再認識された。そのようなケースにお

いて、ICT（オフィス 365）を活用し、個々

に寄り添った対応を行えたことはハイブ

リッド型通信教育の一つの特徴と言えよ

う。　　

４．まとめ

　以上、述べてきたように、コロナ禍に

おける本学科の2020年度前期授業運営「ハ

イブリッド型通信教育」では、紙媒体教

材による学習に ICT 学習を併用するとい

う独自の方式を導入した。ICT 学習の導

入に急速に向かう大学教育の今日的潮流

にあって「古色蒼然」とも言える紙媒体

通信教育方式は、紙の大量消費、多額の

郵送料などの物質的な課題や、レスポン

スに一定の時間がかからざるをえないと

いう時間的な課題などが避けられない。

　こうした課題を内包しながらも、本学・

本学科における今回の状況下において紙

媒体教材による学習を導入したことには

一定の成果があったものと考える。すな

わち第一に、予定された前期授業開始時

期とほぼ期を一にして迅速に授業を開始

できたこと。第二に、学科の専門的特性上、

在学中の学習また卒業後の職場において

多くの手書きを必要とするが、課題を読

んで考えたことを紙に手書きで表記する

ことの繰り返しをとおして思考力と筆記

力の育成に繋がったことなどが挙げられ

よう。とはいえ、紙媒体教材を用いた通

信学習に並行して ICT 技術と機器を活用

し、迅速で親密な交信をとおして学習を

補助できたことの意義は大きい。紙媒体

教材を用いた遠隔授業運営の実施は、並

行運用した ICT 学習の利便性と効果を鮮

明に自覚させる結果ともなった。

　ICT 学習は、伝統的な学習方法が抱え

てきた不可避的な課題から学習活動を解

放し、時空間を超えた多様な可能性を拓

いたことは言を俟たない。今、我々は、

二千年の昔から人類が営み続けてきた直
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接対話法による思索と学びに困難を及ぼ

す重大な局面に置かれている。五感をと

おし、互いの息づかいを共有しながらお

こなう学びの実践が容易ではない今日、

我々は最新技術の恩恵に与りつつ「学び

とは何か」について改めて考察し、現代

における最善の教育方法を被教育者に寄

り添いながら模索することが求められる。

今回の実践経験をとおして学び得たこと

を生かしつつ、本学科における望ましい

教育方法を学科教員一同で創造していき

たいと考える。
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